
Ｄ
Ｘ
管
理
ス
キ
ル
を
備
え
た
施
工
管
理
人
材
と
は

チームとしてＤＸ人材を派遣

▶
小
林
氏

▶
尾
﨑
氏

＝　ワールドコーポレーション×淺沼組　＝

国
交
省

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

﹁
有
用
な
新
技
術
﹂
件
選
定

文科省

廃校改修に補助制度
教育機会確保へ後押し

優
良
請
負
者
表
彰
式


社
の
栄
誉
た
た
え
る

水産庁

三
ノ
輪
建
設
が

周
年
式
典


人
出
席
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

三和ＨＤ

売上、利益とも過去最高
年度通期決算

４
面
か
ら
つ
づ
く

お
知
ら
せ

　

●
東
京
都
交
通
局

　
　

　

●
東
京
都
水
道
局
朝
霞
　

　

浄
水
管
理

　
　

　

●
東
京
都
水
道
局
水
源
　

　

管
理

　
　

　

●
東
京
都
下
水
道
局
流
　

　

域
下
水
道
本
部

　
　

　

●
国
分
寺
市

　
　

　

●
瑞
穂
町

　
　

　

●
港
区

　
　

　

●
新
宿
区

　
　

　

●
文
京
区

　
　

　

●
墨
田
区

　
　

　

●
江
東
区

　
　

　

●
大
田
区

　
　

　

●
世
田
谷
区

　
　

　

●
中
野
区

　
　

　

●
杉
並
区

　
　

　

●
練
馬
区

　
　

　

●
荒
川
区

　
　

　

●
葛
飾
区

　
　

　

●
財
務
省
関
東
財
務
局
　

　

●
国
税
庁
東
京
国
税
局
　

　

●
国
土
交
通
省
横
浜
国
　

　

道

　
　

　

●
国
土
交
通
省
京
浜
河
　

　

川

　
　

　

●
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
東
日
　

　

本
賃
貸
住
宅
本
部

　
　

　

★
府
中
市

　
　

　

★
ふ
じ
み
衛
生
組
合
　
　

ChallengeChallenge
チャレンジ
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　現場の人材不足を補うために活用されてきた人材派
遣。建設業の年問題をきっかけに、ニーズが一層高
まっているという。建設業界に技術者を派遣するワール
ドコーポレーション（千代田区）は、ＤＸ推進ツールの
スキルを備えたＩＣＴ支援員を淺沼組に派遣し、建築現
場の業務効率化と生産性向上を実現している。

　
現
場
で
施
工
管
理
を
行
う
人
材

は

慢
性
的
な
人
員
不
足
に
陥


て
い
る

淺
沼
組
東
京
本
店
建
築

部
の
尾
﨑
郁
生
工
事
部
長
は


﹁
私
が
所
管
す
る
第
４
工
事
部
で

は
必
要
な
現
場
社
員
数
に
対
し


％
程
度
の
不
足
を
感
じ
て
い
る


業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ア
ウ
ト
ソ


シ
ン
グ
で
人
材
不
足
を
補
う
必

要
が
あ
る
が

最
新
技
術
を
使
い

こ
な
せ
る
技
術
者
の
育
成
と
確
保

が
前
提
と
な
る

ま
た

建
築
現

場
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル

ツ

ル
を
導
入
し
た
が

活
用
・

浸
透
し
き
れ
な
か

た
こ
と
も
あ

る
﹂
と
話
す


　
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て

現

場
経
験
と
Ｄ
Ｘ
支
援
の
ス
キ
ル
を

持
つ
ワ

ル
ド
コ

ポ
レ

シ


ン
の
小
林
良
太
氏
が
淺
沼
組
に
派

遣
さ
れ

建
築
現
場
で
施
工
管
理

サ

ビ
ス﹁
ス
パ
イ
ダ

プ
ラ
ス
﹂

の
活
用
と
浸
透
を
支
援
し
た

ラ

イ
セ
ン
ス
管
理
の
他

基
礎

躯

体

仕
上
げ
工
事
の
管
理
業
務
を

デ
ジ
タ
ル
ツ

ル

で
効
率
化
し

生

産
性
の
向
上
を
実

現

煩
雑
な
検
査

業
務
で
は

１
日

当
た
り
約
３
時
間

半
か
か

て
い
た

検
査
業
務
時
間
を

約

分
に
短
縮
で

き
た
と
い
う


　
尾
﨑
氏
は

﹁
デ
ジ
タ
ル
ツ


ル
の
活
用
を
促
し

浸
透
さ
せ
る

た
め
に
は

現
場
で
指
導
で
き
る

人
材
が
必
要
だ

若
手
施
工
管
理

者
へ
の
教
育
面
か
ら
も
Ｄ
Ｘ
推
進

の
ハ
ブ
と
な
る
人
材
の
﹃
ア
ウ
ト

ソ

シ
ン
グ
﹄が
非
常
に
重
要
だ


今
後
も
成
功
事
例
を
重
ね
て
い
き

た
い
﹂

　
小
林
氏
は
﹁
現
在

リ

ダ


の
私
と

数
人
の
支
援
員
で
チ


ム
を
組
み

各
現
場
に
配
置
さ
れ

て
い
る
支
援
員
と
常
に
情
報
を
共

有
し
て
い
る

技
術
的
な
活
用
支

援
の
他

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
回

り
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
ん
で
い
る


今
後
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
増
や
す

こ
と
で

デ
ジ
タ
ル
ツ

ル
の
バ

リ
エ

シ

ン
を
今
ま
で
以
上
に

増
や
し
た
い
﹂と
意
欲
を
示
し
た


■
見
て
も
ら
え
る
動
画
で
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
が
伝
わ
る
！
　

　
﹁
ナ
レ

ジ
動
画
﹂
紹
介
セ
ミ
ナ

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド

　
配
信
開
始
／
Ｌ
ｉ
ｓ
Ｂ

　
企
業
資
産
で
あ
る
知
識
や
技
術
を
動
画
に
し
て
共
有
・

継
承
す
る
サ

ビ
ス
﹁
ナ
レ

ジ
動
画
﹂
を
紹
介
す
る


文
字
ば
か
り
の
マ
ニ

ア
ル
と
比
べ
学
習
負
荷
が
低
い
動

画
で
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る

セ
ミ
ナ

で
は

﹁
見

て
も
ら
え
る
﹂
﹁
伝
わ
る
﹂
動
画
を
簡
単
に
作
成
・
管
理

・
共
有
で
き
る
﹁
ナ
レ

ジ
動
画
﹂
の
活
用
方
法
を
紹
介

す
る
視
聴
料
は
無
料
申
し
込
み
は
ウ

ブ︵https:/

/knowledge-video.com/seminar/

︶


　
文
部
科
学
省
は
新
た
な
支

援
メ
ニ


と
し
て

地
方

自
治
体
が
廃
校
と
な

た
小

中
学
校
を
改
修
し

﹁
学
び

の
多
様
化
学
校
﹂
や
﹁
夜
間

中
学
﹂
を
設
置
す
る
際
に


２
分
の
１
の
補
助
率
で
国
庫

補
助
を
行
う

期
間
は
２
０

２
４
年
度
か
ら

年
度
の
時

限
的
な
補
助
制
度
と
す
る


都
道
府
県
が
市
町
村
か
ら
廃

校
を
借
り
受
け
て
改
修
す
る

場
合
も

補
助
の
対
象
と
す

る

廃
校
の
利
活
用
と
自
治

体
の
負
担
減
少
に
加
え

包

括
的
な
教
育
機
会
の
確
保
に

向
け
た
整
備
を
後
押
し
す

る


　
文
科
省
の
統
計
で
は



年
度
以
降

全
国
で
毎
年
約

４
７
０
校
の
小
中
学
校
が
廃

校
と
な

て
お
り





年
度
に
廃
校
と
な

た
小
中

学
校
は
延
べ
８
５
８
０
校
に

上
る

施
設
が
現
存
し
て
い

る
の
は
７
３
９
８
校
で

そ

の
う
ち
約

％
が
未
利
用
の

ま
ま
放
置
さ
れ

維
持
管
理

費
な
ど
が
自
治
体
の
負
担
に

な

て
い
る


　
学
び
の
多
様
化
学
校
は


不
登
校
の
生
徒
の
実
態
に
配

慮
し
た
個
別
の
教
育
課
程
を

編
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
学

校
で

現
時
点
で
全
国
に


校
設
置
さ
れ
て
い
る


　
義
務
教
育
を
修
了
し
な
い

ま
ま
学
齢
期
を
経
過
し
た
者

な
ど
が
通
う
夜
間
中
学
は



年
４
月
時
点
で

都
道
府

県
に

校
が
設
置
さ
れ
て
い

る

文
科
省
は
全
て
の
都
道

府
県
に
少
な
く
と
も
一
つ
設

置
す
る
目
標
に
向
け
て
整
備

を
進
め
て
い
る


　
国
土
交
通
省
は

新
技
術

活
用
シ
ス
テ
ム
︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
︶
で
新
技
術
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め

２
０
２
４
年

度
の
﹁
有
用
な
新
技
術
﹂
と

し
て

推
奨
技
術
１
件

準

推
奨
技
術
８
件

評
価
促
進

技
術
１
件
の
合
計

件
を
選

定
し
た


　
国
交
省
で
は

直
轄
工
事

な
ど
で
活
用
さ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
登
録
技
術
の
活
用
効
果

を
評
価
し

そ
の
中
で
優
れ

た
新
技
術
を
推
奨
技
術

準

推
奨
技
術

評
価
促
進
技
術

と
し
て
選
考
し
て
い
る

有

用
な
新
技
術
を
活
用
し
た
受

注
者
は

総
合
評
価
落
札
方

式
や
工
事
成
績
評
定
で
加
点

措
置
を
受
け
ら
れ
る


　

年
度
の
有
用
な
新
技
術

は
次
の
通
り


︻
推
奨
技
術
︼

　
▽
ウ
オ

タ

ジ


ト

は
つ
り
処
理
工
法

大
水
量

の
超
高
圧
水
を
噴
射
し
は
つ

り
作
業
と
ハ
ン
ド
ガ
ン
作
業

を
よ
り
安
全
に
で
き
る
技
術

︻
順
推
奨
技
術
︼

　
▽
Ｇ
ブ
ロ

ク
ド
レ
イ
ン


鋼
製
排
水
溝
内
部
へ
の
土

砂
と
ご
み
の
流
入
が
軽
減
で

き
る
技
術

　
▽
ポ
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
シ
リ


ズ

既
設
の
視
線
誘
導
標

に
被
せ
ら
れ
る
高
輝
度
デ
リ

ネ

タ


　
▽
砕
石
メ

シ

か
ご

﹁
か
ご
楽
﹂

中
詰
め
材
に

砕
石
を
使
用
す
る
工
法

　
▽
ソ

ラ

式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ク


シ

ン
ド
ラ
ム
Ⅱ

ソ


ラ

電
源
の
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
内
蔵
し
た
内
照
式
ク


シ

ン
ド
ラ
ム

　
▽
Ｄ
Ｃ
ネ

ト
工
法

表

面
崩
壊
と
表
土
の
移
動
を
抑

え
る
斜
面
対
策
工
法

　
▽
ハ
レ

サ
ル
ト
張
り
出

し
歩
道

塩
害
や
凍
害
の
劣

化
に
強
い
プ
レ
キ

ス
ト
張

り
出
し
歩
道

　
▽
養
生
用
防
炎
ク
ロ
ス


ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
保
護
フ


ル
ム
を
重
ね
な
く
て
も
剥
離

剤
に
よ
る
溶
融
や
溶
剤
の
浸

透
が
起
き
な
い
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
防
炎
ク
ロ
ス

　
▽
法
面
設
置
点
検
用
階
段

・
非
常
階
段

傾
斜
地
な
ど

で
使
え
る
組
み
立
て
式
の
再

生
プ
ラ
ス
チ

ク
製
階
段

︻
評
価
促
進
技
術
︼

　
▽
Ｋ
Ｓ

Ｅ
Ｇ
Ｇ

Ｓ
Ｅ

工
法

硬
度
土
質
に
対
応
し

た
無
振
動
低
騒
音
式
地
盤
改

良
工
法

　
三
ノ
輪
建
設
︵
町
田
市
︶

は

町
田
市
内
で
創
業

周

年
記
念
式
典
を
開
い
た

式

典
に
は
国
会
議
員
を
は
じ
め

約
２
０
０
人
が
出
席
し

同

社
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
た

萩
原
謙
社
長

写
真


は
あ
い
さ
つ
で
﹁
前
社
長

か
ら
会
社
再
建
を
任
さ
れ

た

想
定
以
上
に
業
績
が
伸

び
た
の
は

社
員
や
皆
さ
ま

の
尽
力
が
あ

て
こ
そ
﹂
と

感
謝
す
る
と
と
も
に
﹁
わ
が

社
で
も
人
員
不
足
高
齢
化


長
時
間
労
働
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る

協
力
し
て
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
た

い
﹂
と
意
欲
を
語

た


　
式
典
に
参
列
し
た
伊
藤
俊

輔
衆
議
院
議
員
は
﹁
社
員
一

丸
と
な

て

激
動
の
時
代

を
切
り
抜
け
た

１
０
０
年

企
業
を
目
指
し
て
ま
い
進
し

て
ほ
し
い
﹂と
あ
い
さ
つ
小

倉
將
信
衆
議
院
議
員
は
﹁
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

セ
ン
タ


整
備
な
ど

町
田
の
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る

今

後
も
地
域
に
根
差
し
て

街

の
発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
﹂

と
述
べ
た

こ
の
他

都
議

会
議
員
や
町
田
市
議
会
議
員

な
ど
が
あ
い
さ
つ
し
た


　
水
産
庁
は
９
日

２
０
２

４
年
度
漁
港
漁
場
関
係
事

業
優
良
請
負
者
表
彰
式
を
開

い
た

森
健
水
産
庁
長
官
が

受
賞
者
に
賞
状
を
手
渡
し
た


写
真

受
賞
者
は

農
林

水
産
大
臣
表
彰
３
社

水
産

庁
長
官
表
彰
９
社
の
計


社


　
表
彰
に
当
た
り

森
長
官

は

時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
の
適
用
や

担
い
手
確
保

の
た
め
の
働
き
方
改
革

品

確
法
改
正
な
ど
の
動
き
に
も

言
及

﹁
新
技
術
導
入
に
よ

る
生
産
性
向
上

適
正
な
工

期
設
定
に
よ
る
建
設
従
事
者

の
休
日
確
保
な
ど
の
働
き
方

改
革
を
促
進
し

全
て
の
関

係
者
が
安
心
し
て
工
事
が
で

き
る
環
境
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
む
﹂
と
あ
い
さ
つ


　
さ
ら
に

﹁
自
然
災
害
が

頻
発
化

激
甚
化
し

早
急

な
復
旧
が
強
く
求
め
ら
れ
る

中

漁
港
漁
場
関
係
工
事
に

携
わ
る
方
々
に
災
害
対
応
に

も
尽
力
し
て
も
ら

て
い

る
﹂
と
感
謝
し
た


　
表
彰
状
を
受
け
取

た
大

石
建
設
の
宅
島
壽
雄
代
表
取

締
役
は

﹁
今
回
の
表
彰
は

漁
港
漁
場
工
事
に
携
わ

た

先
人

先
輩

社
員

関
係

者
の
努
力
と
こ
れ
ま
で
培


て
き
た
技
術
の
賜
物
︵
た
ま

も
の
︶

今
後
も
技
術
の
研

さ
ん
と
向
上
に
努
め

信
頼

さ
れ
る
会
社
づ
く
り
に
ま
い

進
し
社
会
に
貢
献
し
た
い
﹂

と
謝
意
を
表
し
た


　
表
彰
者
は
次
の
通
り


︻
農
林
水
産
大
臣
表

彰
︼

　
▽
河
津
建
設
▽
大

石
建
設
▽
屋
部
土
建

︻
水
産
庁
長
官
表

彰
︼

　
▽
岩
倉
建
設
▽
白

鳥
建
設
工
業
▽
東
華

建
設
▽
清
水
組
▽
渡

辺
工
務
店
▽
宮
川
建

設
▽
小
宮
建
設
▽
山

本
建
設
▽
上
東
建
設

　
三
和
ホ

ル
デ

ン
グ
ス

︵
新
宿
区
︶
は

売
上
高
が

６
１
１
１
億
円
︵
前
年
比
３

・
９
％
増
︶
と
な
る
２
０
２

４
年
３
月
期
通
期
連
結
決
算

を
発
表
し
た

営
業
利
益
は

６
５
３
億
円︵

・
１
％
増
︶

経
常
利
益
は
６
４
９
億
円

︵

％
増
︶と
売
り
上
げ


利
益
と
も
予
想
・
前
年
を
上

回
り
過
去
最
高
を
更
新
し

た


　
国
内
で
は
工
場
建
設
や
大

型
再
開
発
案
件
を
中
心
に
堅

調
に
推
移

特
に
ビ
ル
マ
ン

シ

ン
ド
ア
や
間
仕
切
り
が

伸
長
し
増
収

材
料
費
が
予

想
以
上
に
上
昇
し
た
が
売
価

転
嫁
に
取
り
組
み
増
収
と
な


た


　

年
３
月
期
の
通
期
連
結

予
想
は

売
上
高
が
６
２
５

０
億
円
︵
２
・
３
％
増
︶


営
業
利
益
が
６
２
５
億
円

︵
４
・
４
％
減
︶

経
常
利

益
が
６
２
０
億
円
︵
４
・
５

％
減
︶
を
見
込
む


電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

事
後
公
表
メ
ン
バ
ー
は

都
関
係

都
関
係

区
関
係

区
関
係

国
そ
の
他

国
そ
の
他

都
関
係
は
多
摩
地
区
事
務
所
分
の
み
掲
載

電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

事
後
公
表
メ
ン
バ
ー
は

（５） ＜第三種郵便物認可＞２０２４年（令和６年）５月１６日＜木曜日＞

　
東
京
都
建
設
局
南
多
摩
西

部
建
設
は

６
月
６
日
に
開

札
を
予
定
し
て
い
る
﹁
川
口

川
防
災
工
事
に
伴
う
詳
細
設

計
︵
海
沢
橋
上
流
︶
﹂
の
件

名
を
﹁
川
口
川
防
災
工
事
に

伴
う
詳
細
設
計
︵
梅
沢
橋
上

流
︶
﹂
と
訂
正
し
た


︵
５
月

日
︶

▽
新
宿
線
大
島
駅
か
ら
東
大

島
駅
間
道
床
砕
石
交
換
そ

の
他
工
事
︵
新
宿
線
大
島

駅
か
ら
東
大
島
駅
間
︶

４
９
２
０
万
　
日
信
工
業


４
９
９
２
万
３
千
　


４
５
２
３
万
６
５
４
３
円

︵
５
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
三
園
浄
水
場

沈
殿
池
等
清
掃
作
業
委
託

単
価
契
約
︵
板
橋
区
三
園

二
丁
目

番
１
号
水
道
局

三
園
浄
水
場
︶

不
調

︵
５
月

日
︶

▽
令
和
６
年
度
棚
沢
作
業
道

測
量
設
計
委
託
︵
山
梨
県

小
菅
村
字
棚
沢
地
内
外
︶

１
０
９
７
万

　
つ
建


１
３
４
９
万
１
千
　


１
０
６
６
万

▽
令
和
６
年
度
丹
波
山
分
区

︵
釜
ノ
澤
︶
崩
壊
地
復
旧

工
事
調
査
測
量
設
計
委
託

︵
山
梨
県
丹
波
山
村
字
釜

ノ
澤
地
内
︶

２
８
０
０
万

和
建
設
計
事
務
所


２
９
７
４
万
８
千
　


２
３
５
９
万

︵
５
月

日
︶

▽
北
多
摩
一
号
水
再
生
セ
ン

タ

水
門
仮
設
工
事
実
施

設
計
委
託
︵
府
中
市
小
柳

町
六
丁
目
６
番
地

多
摩

川
河
川
敷
︶

不
調


２
４
０
９
万
５
千
　


１
９
０
６
万

▽
北
多
摩
一
号
水
再
生
セ
ン

タ

水
処
理
施
設
第
二
系

列
ほ
か
補
修
工
事
実
施
設

計
委
託
︵
府
中
市
小
柳
町

六
丁
目
６
番
地
︵
北
多
摩

一
号
水
再
生
セ
ン
タ


内
︶
︶

２
７
２
０
万丸

栄
調
査
設
計


２
７
３
９
万
６
千
　


２
１
７
９
万

▽
南
多
摩
水
再
生
セ
ン
タ


ほ
か
１
か
所
脱
臭
設
備
補

修
工
事
︵
稲
城
市
大
丸
１

４
９
２
番
地
︵
南
多
摩
水

再
生
セ
ン
タ

内
︶

府

中
市
小
柳
町
六
丁
目
６
番

地
︵
北
多
摩
一
号
水
再
生

セ
ン
タ

内
︶
︶

２
９
７
２
万
１
千コ


ヨ



３
２
４
６
万
３
千
　


２
９
６
６
万
７
千

▽
鋼
製
セ
グ
メ
ン
ト
価
格
調
査

︵
立
川
市
高
松
町
二
丁
目
︶

２
６
５
万建

設
物
価
調
査
会

▽
北
多
摩
一
号
水
再
生
セ
ン

タ

ほ
か
９
か
所
臭
気
測

定
業
務
委
託
︵
府
中
市
小

柳
町
六
丁
目
６
番
地
︵
北

多
摩
一
号
水
再
生
セ
ン
タ


︶
ほ
か
９
か
所
︶

１
７
０
０
万

上
総
環
境
調
査
セ
ン
タ


︵
４
月

日
︶

▽
市
道
中
１
０
９
号
線
舗
装

工
事
︵
西
恋
ケ
窪
三
丁
目


番
地
先
か
ら
西
恋
ケ
窪

二
丁
目

番
地
先
︶

２
４
５
０
万
　
鈴
木
建
設


２
４
８
２
万
７
千
　


２
４
５
０
万
０
０
４
４
円

︵
５
月

日
︶

▽
現
庁
舎
解
体
に
伴
う
防
災

備
蓄
倉
庫
移
設
工
事
に
伴

う
実
施
設
計
委
託
︵
東
戸

倉
二
丁
目

番
地
１
︶

５
０
万
︵
随
︶

セ

ワ
建
築
工
房

▽
用
地
買
収
事
業
に
伴
う
現

況
用
地
測
量
業
務
委
託

︵
西
元
町
三
丁
目
２
０
９

２
番
３
２
０
９
３
番
３


２
０
４
５
番
１

西
元
町

二
丁
目
１
６
５
９
番
１
及

び
１
６
６
０
番
１
︶

４
２
０
万
大
和
基
礎
設
計

▽
西
町
五
丁
目
交
差
点
事
業

に
伴
う
交
差
点
詳
細
設
計

業
務
委
託
︵
西
町
五
丁
目


番
地
先
か
ら
西
町
五
丁

目

番
地
先
︶

４
９
２
万

　
大
輝

▽
光
町
も
み
じ
公
園
ト
イ
レ

設
計
委
託
︵
光
町
一
丁
目


番
地
４
︶

２
０
５
万

セ

ト
設
計
事
務
所

︵
５
月
９
日
︶

▽
第
５
次
瑞
穂
町
長
期
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

支
援
業
務
委
託

５
２
０
万

地
域
総
合
計
画
研
究
所

▽
街
路
樹
剪
定
委
託
︵
Ａ
ブ

ロ

ク
︶

６
２
０
万
　
Ｔ
ｏ
ｉ
ｒ
ｏ

▽
街
路
樹
剪
定
委
託
︵
Ｂ
ブ

ロ

ク
︶

７
１
０
万

　
瑞
穂
緑
化

▽
街
路
樹
剪
定
委
託
︵
Ｃ
ブ

ロ

ク
︶︵
瑞
穂
町
地
内
︶

１
０
７
５
万

　
吉
岡
園

▽
街
路
樹
剪
定
委
託
︵
Ｄ
ブ

ロ

ク
︶︵
瑞
穂
町
地
内
︶

７
９
０
万

　
喜
昇
園

︵
５
月

日
︶

▽
港
区
立
教
育
施
設
消
防
設

備
等
保
守
点
検
委
託
︵
区

立
小
中
学
校

幼
稚
園
︶

４
４
０
万

河
本
総
合
防
災

︵
５
月
８
日
︶

▽
新
宿
区
立
落
合
中
学
校
外

構
防
音
壁
設
置
工
事
︵
下

落
合
二
丁
目

番
６
号
︶

１
５
１
０
万
︵
低
入
札
価

格
調
査
実
施
︶
　
恵
建
設


１
９
４
４
万
６
千
　


１
４
５
０
万
８
千
︵
失
格

基
準
価
格
︶
　

１
６
５

３
万
８
千

︵
５
月

日
︶

▽
文
京
区
立
千
石
図
書
館
空

調
設
備
改
修
工
事
︵
千
石

一
丁
目

番
３
号
︶

８
４
５
０
万
泉
屋
工
業
所


８
９
１
５
万
４
千

▽
文
京
区
立
根
津
小
学
校
家

庭
科
室
外
１
教
室
内
装
改

修
工
事
︵
根
津
一
丁
目


番
３
号
︶

７
６
０
０
万
　
伊
藤
工
業


７
６
１
５
万
７
千

▽
文
京
区
立
汐
見
小
学
校
外

装
改
修
工
事
︵
Ⅲ
期
︶

︵
文
京
区
千
駄
木
二
丁
目


番

号
︶

１
億
４
３
０
０
万山

口
建
設


１
億
４
６
７
２
万

▽
文
京
区
立
第
三
中
学
校
内

外
装
改
修
工
事
︵
Ⅳ
期
︶

︵
春
日
一
丁
目
９
番


号
︶

１
億
２
３
７
５
万

ト

ヨ

科
建


１
億
４
３
６
７
万

︵
５
月

日
︶

▽
錦
糸
公
園
野
球
場
放
送
設

備
改
修
工
事
︵
錦
糸
四
丁

目

番
１
号
︶

３
３
３
万
４
千代

々
木
電
設


３
３
９
万︵

５
月

日
︶

▽
若
洲
風
力
発
電
施
設
撤
去

工
事
︵
若
洲
三
丁
目
２
番

１
号
︶

１
億
４
７
６
０
万
８
千

千
代
田
建
設
興
業


１
億
６
１
８
５
万
９
千

▽
千
石
橋
東
側
塗
装
工
事

︵
新
木
場
一
丁
目
新
木
場

二
丁
目
間

号
地
貯
木
場

に
架
か
る
︶

４
億
４
７
９
７
万

日
本
ラ
イ
ナ



４
億
９
４
５
９
万
６
千

▽
江
東
区
立
深
川
第
五
中
学

校
外
１
校
給
食
室
冷
暖
房

機
設
置
そ
の
他
機
械
設
備

改
修
工
事
︵
豊
洲
四
丁
目


│

外
１
ケ
所
︶

２
５
４
０
万
　
中
野
工
業


２
７
３
０
万

▽
仙
台
堀
川
公
園
周
辺
路
線

電
線
共
同
溝
整
備
工
事

︵
Ｃ
工
区
︶
︵
北
砂
六
丁

目

番

東
砂
一
丁
目
３

番
︶

１
億
５
２
９
９
万
フ
ク
ダ


１
億
５
３
２
９
万
６
千

▽
江
東
区
立
第
二
辰
巳
小
学

校
便
所
そ
の
他
改
修
工
事

︵
辰
巳
一
丁
目
１
│

︶

４
８
８
０
万
榎
本
工
務
店


５
０
０
０
万

︵
５
月

日
︶

▽
六
間
堀
緑
地
改
良
工
事
そ

の
２
設
計
委
託
︵
東
糀
谷

三
丁
目

番
か
ら
羽
田
旭

町
１
番
先
︶

１
２
１
０
万日

本
都
市
整
備

▽
南
六
郷
小
学
校
内
部
間
仕

切
り
改
修
そ
の
他
工
事︵
南

六
郷
三
丁
目
７
番
１
号
︶

５
３
５
０
万︵
不
落
随
契
︶

蔵
王
建
設


５
３
５
５
万
７
千
　


４
９
２
７
万
２
４
４
０
円

▽
大
田
区
立
く
す
の
き
園
及

び
大
田
区
立
南
六
郷
福
祉

園
増
築
及
び
大
規
模
改
修

工
事
︵
南
六
郷
三
丁
目


番
９
号
及
び
南
六
郷
三
丁

目

番
８
号
︶

２
２
億
６
０
０
０
万

サ
ン
ユ

・
鏑
谷
Ｊ
Ｖ


２
２
億
６
７
５
８
万
　


２
０
億
８
６
１
７
万
３

６
０
０
円

︵
５
月

日
︶

▽
世
田
谷
区
立
桜
丘
小
学
校

普
通
教
室
化
他
改
修
空
気

調
和
設
備
工
事
︵
桜
丘
１

│

│

︶

３
４
３
５
万

テ

ク
・
エ
ア
サ

ビ
ス


３
８
３
１
万

▽
世
田
谷
区
立
駒
沢
中
学
校

空
気
調
和
設
備
他
改
修
工

事
︵
令
和
６
年
度
︶
︵
駒

沢
２
│

│

︶

４
２
１
２
万

第
一
総
合
サ

ビ
ス


４
３
２
０
万
５
千

▽
世
田
谷
区
立
砧
中
学
校
北

校
舎
棟
改
修
空
気
調
和
設

備
工
事
︵
成
城
１
│

│

１
︶

５
１
６
６
万

コ

ト
・
ダ
ジ


ル
空

調
５
２
２
３
万
４
千

︵
５
月
７
日
︶

▽
妙
正
寺
川
河
川
堆
積
物
除

去
工
事
︵
若
宮
二
丁
目


番
先

白
鷺
一
丁
目
３
番

先
︶

１
６
０
８
万
９
千
　
飛
鳥


１
６
１
１
万
２
千

︵
５
月

日
︶

▽
歴
史
民
俗
資
料
館
家
族
の

像
移
設
そ
の
他
工
事
︵
江

古
田
四
丁
目
３
番
４
号
︶

７
７
０
万
　
堀
野
工
務
店


７
９
１
万
８
千

▽
キ

ズ
・
プ
ラ
ザ
み
な
み

の
建
具
改
修
工
事
︵
弥
生

町
四
丁
目

番

号
︶

２
５
０
万

　
綜
和
建
設


２
５
７
万
２
千

︵
５
月

日
︶

▽
馬
橋
小
学
校
外
１
校
普
通

教
室
断
熱
改
修
工
事
︵
高

円
寺
北
四
丁
目

番
５
号

外
１
箇
所
︶

１
７
４
０
万
蒼
技
建
工
業


１
７
５
４
万
９
千
　


１
６
０
７
万
９
３
６
６
円

▽
︵
仮
称
︶
杉
並
区
立
国
指

定
史
跡
﹁
荻
外
荘
︵
近
衞

文
麿
旧
宅
︶
﹂
展
示
休
憩

施
設
棟
建
設
工
事
︵
荻
窪

二
丁
目

番

号
︶

２
億
５
３
８
１
万

ス
タ

ツ
Ｃ
Ａ
Ｍ


２
億
５
４
３
０
万
　


２
億
３
３
７
８
万
５
３
５

２
円

▽
杉
並
区
立
桃
井
第
五
小
学

校
給
食
室
改
修
そ
の
他
工

事
︵
下
井
草
四
丁
目

番

４
号
︶

不
調

▽
杉
並
清
掃
事
務
所
方
南
支

所
ス
ロ

プ
改
修
工
事

︵
方
南
一
丁
目
３
番
４

号
︶

２
１
９
万

　
日
盛
工
事


２
２
１
万
４
千
　

２

０
２
万
１
６
１
０
円

▽
永
福
南
保
育
園
外
１
施
設

園
庭
側
溝
改
修
そ
の
他
工

事
︵
永
福
二
丁
目
６
番


号
外
１
箇
所
︶

２
５
２
万

　
大
成
産
業


２
６
０
万
６
千
　

２

３
７
万
３
５
２
７
円

▽
大
宮
小
学
校
プ

ル
ピ


ト
防
水
改
修
工
事
︵
堀
ノ

内
一
丁
目

番

号
︶

７
９
５
万
　
渡
辺
一
建
設


８
０
３
万
３
千
　

７

３
５
万
０
５
３
８
円

︵
５
月

日
︶

▽
杉
並
区
立
神
明
中
学
校
改

築
建
築
工
事
︵
南
荻
窪
二

丁
目

番

号
︶

４
１
億
９
０
０
０
万

興
建
社
・
江
州
・
国
際
・

友
伸
Ｊ
Ｖ


４
２
億
１
０
０
０
万
　


３
８
億
７
３
２
０
万

︵
５
月

日
︶

▽
練
馬
区
立
田
柄
中
学
校
既

存
校
舎
等
解
体
工
事
︵
田

柄
三
丁
目
３
番
１
号
︶

２
億
９
７
７
０
万

阿
世
知
・
金
房
Ｊ
Ｖ


３
億
７
３
４
５
万

︵
５
月

日
︶

▽
修
繕
契
約
︵
汐
入
東
小
学

校
調
理
室
空
調
室
外
機
オ


バ

ホ

ル
修
繕
︶

︵
指
定
場
所
︶

１
８
０
万
　
オ

テ

ク


２
０
９
万
９
８
０
０
円

︵
５
月

日
︶

▽
葛
飾
区
立
幸
田
小
学
校
外

壁
改
修︵
塗
装
︶工
事︵
西

水
元
三
丁
目

番

号
︶

１
億
９
２
３
１
万
３
千

︵
税
込
︶

清
水
ペ
イ
ン
ト


１
億
９
６
４
８
万
２
千

︵
税
込
︶

▽
八
剱
橋
橋
梁
架
替
︵
そ
の


︶
工
事
︵
奥
戸
八
丁
目

６
番
先
か
ら
奥
戸
九
丁
目


番
先
ま
で
︶

７
億
３
９
６
４
万︵
税
込
︶

成
和
建
設


７
億
７
８
６
５
万
０
４

０
０
円
︵
税
込
︶

▽
東
金
町
七
丁
目
公
園
︵
仮

称
︶
新
設
及
び
防
災
活
動

拠
点
整
備
工
事
︵
東
金
町

七
丁
目

番
︶

２
億
０
３
８
９
万︵
税
込
︶

桂
造
園


２
億
０
３
８
９
万
４
９

０
０
円
︵
税
込
︶

▽
堀
切
小
学
校
体
育
館
照
明

器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
修
繕
︵
西

亀
有
二
丁
目

番
１
号
︶

４
５
５
万
７
３
０
０
円

︵
税
込
︶

　
国
弘
電
設


４
５
５
万
７
３
０
０
円

︵
税
込
︶

▽
亀
有
二
丁
目
公
園
改
修
実

施
設
計
委
託
︵
亀
有
二
丁

目
２
番
７
号
︶

１
０
５
７
万
︵
税
込
︶

プ
ラ
ネ

ト
・
コ
ン
サ
ル

テ

ン
グ
ネ

ト
ワ

ク


１
３
２
８
万
５
８
０
０

円
︵
税
込
︶

▽
都
市
計
画
道
路
補
助
第
２

７
６
号
線
︵
細
田
北
︶
整

備
︵
そ
の
１
︶
及
び
排
水

施
設
︵
そ
の
１
︶
工
事

︵
細
田
四
丁
目

番
先
か

ら
三
丁
目

番
先
ま
で
︶

４
億
７
３
２
２
万︵
税
込
︶

尾
花
興
業


４
億
８
７
８
７
万
６
４

０
０
円
︵
税
込
︶

▽
細
田
橋
架
替
予
備
調
査

︵
そ
の
２
︶
委
託
︵
高
砂

一
丁
目
３
番
先
か
ら
細
田

三
丁
目

番
先
ま
で
︶

１
２
１
９
万
９
千︵
税
込
︶

建
設
技
術
研
究
所


１
５
２
６
万
４
７
０
０

円
︵
税
込
︶︵

５
月

日
︶

▽
東
四
つ
木
地
区
セ
ン
タ


昇
降
機
設
備
改
修
工
事

︵
東
四
つ
木
一
丁
目

番

４
号
︶

３
９
８
４
万
８
４
９
０
円

︵
税
込
︶

三
菱
電
機
ビ
ル
ソ
リ



シ

ン
ズ


４
０
２
５
万
１
２
０
０

円
︵
税
込
︶

▽
立
石
地
区
セ
ン
タ

２
階

男
女
ト
イ
レ
雑
排
水
管
交

換
修
繕
︵
立
石
三
丁
目


番
１
号
︶

４
０
７
万
︵
税
込
︶

水
元
設
備


４
１
２
万
５
千︵
税
込
︶

▽
川
端
小
学
校
電
気
設
備
改

修
工
事
︵
そ
の
３
︶
︵
東

立
石
一
丁
目
２
番
１
号
︶

４
８
５
８
万
１
７
２
０
円

︵
税
込
︶
安
食
電
設
工
業


５
２
５
５
万
９
１
０
０

円
︵
税
込
︶

▽
一
之
台
中
学
校
防
球
ネ


ト
改
修
工
事
︵
西
亀
有
四

丁
目
１
番
１
号
︶

５
２
６
９
万
︵
税
込
︶

相
川
造
園


５
２
８
５
万
０
６
０
０

円
︵
税
込
︶

︵
５
月

日
︶

▽
︵

︶
宮
代
住
宅
室
内
改

修
そ
の
他
工
事
︵
渋
谷
区

広
尾
４
│
２
│
１
︶

１
４
６
０
万
　
イ

シ
ン

︵
４
月
８
日
︶

▽
八
王
子
税
務
署
旧
庁
舎
解

体
工
事
︵
八
王
子
市
子
安

町
４
│
４
│
９
︶

９
０
０
０
万

リ
・
ワ

ク
ス
ジ

パ
ン

︵
４
月

日
︶

▽
杉
並
税
務
署
別
館
耐
震
改

修
そ
の
他
工
事
設
計
業
務

委
託
︵
杉
並
区
成
田
東
４

│

│
８
︶

１
０
０
０
万

マ
ル
タ
設
計

︵
５
月
１
日
︶

▽
Ｒ
６
横
浜
国
道
改
築
事
業

測
量
︵
そ
の
２
︶
業
務

２
１
９
０
万

　
建
成
社


２
６
８
２
万
　

２
１

４
９
万

▽
Ｒ
６
横
浜
国
道
改
築
事
業

測
量
︵
そ
の
１
︶
業
務

２
７
３
７
万
　
カ
ワ
コ
ン


３
２
２
２
万
　

２
５

９
０
万︵

４
月

日
契
約
︶

▽
Ｒ
６
鶴
見
川
環
境
整
備
事

業
検
討
業
務

１
９
１
０
万
︵
随
︶い

で
あ


１
９
１
０
万

︵
４
月

日
契
約
︶

▽
Ｒ
５
相
模
川
水
系
治
水
対

策
検
討
業
務

３
０
７
２
万
︵
随
︶

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ


３
０
７
２
万

︵
４
月

日
契
約
︶

▽
Ｒ
６
鶴
見
川
流
域
水
マ
ス

タ

プ
ラ
ン
検
討
業
務

２
０
９
９
万
︵
随
︶

日
本
工
営


２
０
９
９
万

▽
Ｒ
５
鶴
見
川
水
文
観
測
高

度
化
設
計
検
討
業
務

１
９
０
３
万
︵
随
︶

ニ


ジ


ク


１
９
０
３
万

︵
３
月

日
︶

▽
Ｒ

小
山
田
桜
台
団
地


号
棟
他

棟
外
壁
修
繕
そ

の
他
工
事
︵
町
田
市
小
山

田
桜
台
︶

２
億
９
７
０
０
万
︵
低
入

札
調
査
実
施
︶マ

ル
リ

ウ


３
億
４
５
９
９
万
８
千


３
億
１
８
３
１
万
８
１

６
０
円

︵
５
月
９
日
︶

▽
Ｒ

百
草
団
地

号
棟
他

９
棟
外
壁
修
繕
そ
の
他
工

事︵
日
野
市
百
草
９
９
９


多
摩
市
和
田
１
２
６
１
︶

４
億
６
０
０
０
万三

和
建
装


４
億
６
３
５
５
万
７
千


４
億
２
６
４
７
万
２
４

４
０
円

▽
令
和
６
年
度
多
摩
ニ



タ
ウ
ン
に
お
け
る
ス
ト


ク
再
生
方
策
等
検
討
調
査

業
務

１
２
５
０
万

Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ

ジ


１
６
２
１
万

︵
５
月
９
日
通
知
︶

▽
諏
訪
団
地
Ⅰ
期
後
工
区
・

Ⅱ
期
基
本
設
計
そ
の
他
業

務特
定
　
Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ

ジ

▽
け
や
き
台
団
地
Ⅰ
期
先
工

区
基
本
設
計
そ
の
他
業
務

特
定

　
窓
建
・
山
Ｊ
Ｖ

︵
５
月

日
︶

▽
Ｒ

光
が
丘
パ

ク
タ
ウ

ン
大
通
り
南
他
１
団
地
外

壁
修
繕
そ
の
他
工
事
︵
練

馬
区
光
が
丘
７
丁
目
︶

４
億
７
５
０
０
万保

全
工
業


５
億
０
５
６
８
万
８
千


４
億
６
５
２
３
万
２
９

６
０
円

︵
５
月

日
︶

▽
竹
の
塚
第
三
団
地
及
び
周

辺
団
地
に
お
け
る
ス
ト


ク
再
生
事
業
推
進
方
策
等

検
討
業
務

２
７
０
０
万

市
浦
ハ
ウ
ジ
ン
グ
＆
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ


２
７
１
６
万
６
千
　


１
９
０
１
万
６
２
０
０
円

日
③
案
件
番
号
２
０
２
４

│
０
０
４
６
４


１
３
２
３
万
４
千
　


１
１
２
４
万

▽
市
立
由
井
第
三
小
学
校
天

井
改
修
工
事
︵
小
比
企
町

１
２
０
１
番
地
︶

❶
建
築

共
同
格
付

市

内
に
本
店
を
有
す
る
者


建
築
一
式
の
経
審
総
合
評

定
値
５
６
０
点
未
満
②
令

和
６
年
８
月

日
③
案
件

番
号
２
０
２
４
│
０
０
４

６
９


２
４
８
万
９
千

▽
市
立
由
井
第
一
小
学
校
ト

イ
レ
洋
式
化
に
伴
う
建
築

工
事
︵
打
越
町
３
４
８
番

地
１
︶

❶
建
築

共
同
格
付

市

内
に
本
店
を
有
す
る
者


建
築
一
式
の
経
審
総
合
評

定
値
５
６
０
点
未
満
②
令

和
６
年
９
月

日
③
案
件

番
号
２
０
２
４
│
０
０
４

６
８


３
５
４
万
１
千

︻
５
月

日
申
込
締
切

６

月
５
日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
戸
吹
清
掃
工
場
１
号
焼
却

炉
反
応
ろ
過
集
じ
ん
装
置

パ
ル
ス
配
管
及
び
ろ
布
取

替
修
繕
︵
戸
吹
町
１
９
１

６
番
地
︶

❶
焼
却
設
備

共
同
格
付

②
令
和
６
年

月

日
③

案
件
番
号
２
０
２
４
│
０

０
４
７
１


１
７
５
５
万
　

１
４

９
１
万

▽
戸
吹
清
掃
工
場
№
２
ダ
ス

ト
移
送
コ
ン
ベ
ヤ
外
修
繕

︵
戸
吹
町
１
９
１
６
番
地
︶

❶
機
械
器
具
設
置

共
同

格
付
②
令
和
７
年
２
月


日
③
案
件
番
号
２
０
２
４

│
０
０
４
７
０


１
７
７
４
万
７
千
　


１
５
０
８
万

︻
５
月

日
申
込
締
切

６

月

日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
府
中
市
立
栄
町
体
育
館
体

育
室
空
気
調
和
設
備
設
置

工
事
︵
栄
町
１
丁
目
１
番

地
︶

❶
空
調

共
同
格
付

経

審
総
合
評
定
値
が
市
内
に

本
店
を
有
す
る
者
は
７
０

０
点
以
上
市
内
に
支
店


営
業
所
を
有
す
る
者
は
８

０
０
点
以
上

調
査
基
準

価
格
設
定

失
格
基
準
価

格
設
定
②
令
和
７
年
２
月


日
③
案
件
番
号
２
０
２

４
│
０
０
５
１
１


８
９
７
１
万
６
千

▽
市
道
２
│
２
２
３
号
防
護

柵
撤
去
・
新
設
工
事
︵
白

糸
台
５
│

先
か
ら
押
立

町
２
│
１
先
ま
で
︶

❶
一
般
土
木
共
同
格
付


市
内
に
本
店
を
有
す
る

者

経
審
総
合
評
定
値
６

０
０
点
以
上
７
０
０
点
未

満
調
査
基
準
価
格
設
定


失
格
基
準
価
格
設
定
②
令

和
６
年
９
月

日
③
案
件

番
号
２
０
２
４
│
０
０
５

０
８


１
５
２
７
万
１
千

︻
５
月

日
申
込
締
切

６

月
５
日
開
札

一
般
競
争
︼

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

給

排
水
設
備
切
廻
し
工
事

︵
調
布
市
深
大
寺
東
町
７

丁
目

番
地

︶

❶
給
排
水
衛
生

共
同
格

付

三
鷹
市

調
布
市
に

入
札
参
加
有
資
格
者

管

の
経
審
総
合
評
定
値
が


市
内
業
者
は
６
５
０
点
以

上

準
市
内
業
者
は
７
０

０
点
以
上

加
算
条
件
あ

り
最
低
制
限
価
格
設
定


予
定
価
格
は
事
後
公
表
②

令
和
６
年

月

日


